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☆ 

十
月
例
会
の
休
講
に
つ
い
て 

10
月
14
日(

土)

分
は
木
村
先
生
の

本
務
の
都
合
で
、
休
講
と
な
り
ま
す
。 

年
度
内
の
代
替
例
会
開
催
の
可
否
に

つ
い
て
は
、
木
村
先
生
の
ご
都
合
や
会
場

の
確
保
、
会
員
の
参
加
体
制
等
を
勘
案
し

て
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。 

 ☆ 

十
一
月
例
会 

日
時 

11
月
11
日(

土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

蘆
田
榛
五
、岡
田
康
雄
、
岡
田
君
代 

 ◎ 

資
料
＃
21
京
都
大
火
日
記
配
布
中 

 

矢
持
副
代
表
か
ら
受
取
っ
て
下
さ
い
。 

 

◎ 

29
年
度
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
予
告 

 

10
月
14
日(

土)

午
後
一
時
半
～ 

現
地
集
合 

山
南
町
慧
日
寺 

詳
細
は
募
集
チ
ラ
シ
参
照 

FW
実
行
委
員
会
小
西
さ
ん
か
ら
内
容

と
申
込
の
説
明 

 ◎ 

8
月
茶
話
会
の
報
告 

 

8
月
9
日(

水)

柏
原
自
治
会
館 

 

参
加
者
10
名
で
情
報
交
換 

        ☆ 

「
歴
楽
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」 

主
催 

竹
田
地
区
自
治
振
興
会 

会
場 

竹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

第
三
回
9
月
30
日(

土)

午
前
10
時 

～
12
時 

テ
ー
マ
「
一
宮
神
社
の
龍
」 

講
師
・ナ
ビ
ゲ
ー
タ
山
内
順
子
さ
ん 

参
加
費
５
０
０
円
、
資
料(

カ
ラ
ー)

お

菓
子
お
茶
付 

申
込
不
要 

問
合
先 

青
木
さ
ん(

０
８
０
‐３
８
２
５
‐７
５
１
３) 

 ☆ 

「
歴
楽
Ｔ
Ａ
M

B
Ａ 

」 

主
催 

柏
原
自
治
協
議
会 

会
場 

た
ん
ば
黎
明
館 

9
月
22
日(

金)
１０
時
半
～
12
時 

講
師 

お
も
て
な
し

E
ng

lish
 

講
師

久
下
ゆ
か
子
氏
発
表
テ
ー
マ
は
「
お
も
て

な
しE

n
g
lis
h 
in 

T
A
M
B
A

」 

参
加
費
３
０
０
円
、
申
込
先
柏
原
自
治

協
議
会(

０
７
９
５
‐７
３
‐０
１
９
８) 

 ☆ 

丹
波
市
教
委
「
歴
史
講
座
」 

主
催 

丹
波
市
教
委
文
化
財
課 

第
3
回 

10
月
15
日
（
日
）
13:

30

～
15:

00 

会
場 

ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま 

 

講
演
「
中
世
氷
上
郡
の
寺
院
文
書
を

読
む
」 

講
師
神
戸
大
学
大
学
院
人
文

学
研
究
科
博
士
課
程 

小
野
塚
航
一
氏 

 

    ◆ 

東
女
が
兵
庫
県
に
移
り
住
む
と
、 

 

三
田
市
在
住
・湘
南
式
部
こ
と 

桜
井
三
枝
子
様 

六
甲
台
の
急
峻
な
坂
道
を
上
り
下
り

し
な
が
ら
、こ
の
一
年
半
に
起
き
た
急
激

な
身
の
変
化
に
我
な
が
ら
驚
い
て
い
る
。

事
の
発
端
は
昨
年
二
月
、
ネ
ッ
ト
検
索
で

は
三
田
市
界
隈
の
古
文
書
サ
―
ク
ル
が

現
れ
ず
、
淀
川
図
書
館
主
催
の
「
古
文
書

学
習
会
―
入
門
篇
」
松
下
正
和
先
生(

当

時
・近
大
姫
路
大
学
教
員)

の
講
座
に
ヒ
ッ

ト
し
、
喜
び
勇
ん
で
そ
の
講
義
を
受
講
し

た
。
松
下
先
生
に
三
田
市
に
近
い
丹
波
古

文
書
倶
楽
部(

当
時
・川
口
利
和
代
表)

を

紹
介
さ
れ
、
四
月
か
ら
新
入
り
受
講
生

と
し
て
参
加
し
た
。 

木
村
修
二
先
生
に
よ
る
「
高
見
對
馬

守
由
緒
」
の
指
導
で
ス
タ
―
ト
し
た
。
日

本
人
の
私
が
和
文
な
の
に
何
も
読
め
な

い
!
な
の
に
諸
先
輩
は
ス
ラ
ス
ラ
と
読

み
下
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ど
こ
か
ら
手

を
付
け
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
。
ど
う
や
っ

た
ら
読
め
る
よ
う
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
。

オ
ロ
オ
ロ
。
木
村
先
生
は
ご
自
分
の
親
世

代
の
よ
う
な
受
講
生
に
屈
す
る
こ
と
な

く
威
厳
あ
る
教
授
法
で
接
し
て
く
だ
さ

る
。
シ
ル
バ
―
世
代
は
昔
の
学
生
時
代
さ

な
が
ら
、上
目
遣
い
に
自
分
の
番
が
当
た

る
の
を
び
く
び
く
し
て
い
る
。
正
午
、
終

了
後
の
緊
張
緩
和
は
空
腹
を
伴
い
一
斉

に
爆
発
す
る
。 

当
倶
楽
部
の
魅
力
は
、柏
原
の
み
な
ら

ず
春
日
、
市
島
、
青
垣
な
ど
各
地
か
ら
受

講
者
を
集
め
、各
市
民
セ
ン
タ
―
で
講
座

が
開
催
さ
れ
る
の
で
、広
く
丹
波
地
域
と

人
を
知
る
機
会
を
得
る
こ
と
だ
。
同
時

に
茶
話
会
や
新
年
会
が
あ
り
、
魅
力
的

な
受
講
生
の
皆
さ
ん
と
和
気
藹
々
と
語

り
合
え
る
機
会
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
労
を

厭
わ
な
い
幹
事
さ
ん
た
ち
の
ご
尽
力
と

思
う
。 

私
は
湘
南
地
方
・茅
ヶ
崎
市
出
身
の

「
東
女(

あ
ず
ま
お
ん
な)

」
で
、
大
阪
万

博
の
数
年
後
、
夫
の
仕
事
の
都
合
で
関
西

に
移
転
し
た
。
日
本
の
経
済
成
長
期
で
、

枚
方
市
樟
葉
在
住
時
は
京
都
に
近
い
こ

と
も
あ
り
、
裏
千
家
茶
道
を
学
び
つ
つ
京

都
見
学
を
堪
能
し
た
。
平
成
元
年
に
夫

の
勤
務
先
が
開
発
中
の
三
田
市
ニ
ュ
―

タ
ウ
ン
に
移
り
、自
宅
も
同
時
に
同
市
内

に
ゲ
ッ
ト
し
た(

倍
率
30
倍)

。
丹
波
篠

山
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、
日
本

の
佳
き
故
郷
の
原
型
を
伝
え
る
風
景
に

遭
遇
し
魅
惑
さ
れ
た
。
京
都
の
公
家
や

武
士
の
歴
史
と
異
な
り
、
丹
波
篠
山
地

域
は
私
の
知
ら
な
い
日
本
史
の
中
世
、近

世
、
近
代
の
古
刹
、
陣
屋
、
庄
屋
、
代
官
、

豪
農
の
歴
史
が
ひ
そ
や
か
に
語
り
掛
け

て
く
る
よ
う
だ
。 

私
自
身
の
定
年
退
職
を
目
前
に
、
つ
い

に
山
南
町
に
憧
れ
の
古
民
家
を
ゲ
ッ
ト

し
た
。
購
入
と
改
築
修
理
で
退
職
金
を

使
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
む
ろ
ん
悔
い
は
な

い
。
た
だ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
一
苦
労
だ
。

当
倶
楽
部
で
知
り
合
っ
た
山
南
町
の
「
た

そ
が
れ
式
部
」
さ
ん
に
貴
重
な
生
活
の
知

恵
を
伝
授
さ
れ
な
が
ら
鹿
や
猪
を
相
手

に
闘
い
、
ま
た
、
博
識
な
延
陽
伯
氏
や
三

  
事

務

連

絡

(

高

札

場

)
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

-
-

 

自

己

紹

介

(

口

上

)
 

   

情
報
発
信(

み
ち
し
る
べ)
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軒
家
満
成
氏
の
導
き
で
黒
田
庄
町
を
知

っ
た
。 

昨
秋
10
月
、
木
村
先
生
か
ら
神
戸
大

学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
主
催
公
開
講
座
「
ま
ち
づ
く
り

地
域
歴
史
遺
産
活
用
講
座
」
の
チ
ラ
シ
を

い
た
だ
き
、
三
田
市
か
ら
高
速
バ
ス
を
使

え
ば
１
０
０
分
ほ
ど
な
の
で
、
2
日
間
を

受
講
し
た
。
完
全
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
「
魅

力
あ
ふ
れ
る
講
師
陣
」
が
こ
れ
で
も
か
と

古
代
、
中
世
、
近
世
・近
代
、
現
代
の
順
に

我
々
を
誘
惑
し
、
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い

方
や
災
害
時
の
古
文
書
レ
ス
キ
ュ
―
の

重
要
性
を
解
き
明
か
す
。
私
は
魅
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
困
っ
た
。 

大
学
教
員
・定
年
退
職
後
は
の
ん
び
り

と
古
民
家
生
活
を
堪
能
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
、
こ
の
四
月
か

ら
上
記
研
究
科
の
研
究
生
と
し
て
通
学

を
し
始
め
て
い
る
。
学
部
時
代
は
西
洋

史
、
大
学
院(

修
士)

時
代
は
文
化
人
類

学
、
大
学
教
員
と
し
て
は
文
化
人
類
学
・

多
文
化
共
生
及
び
基
礎
ス
ペ
イ
ン
語
を

担
当
し
て
い
た
の
に
、
ま
る
で
異
世
界
へ

と
誘
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
恐
る
べ
き

は
、
日
本
史
の
魅
力
を
伝
授
す
る
神
大
の

教
官
陣
。
松
下
先
生
は
今
春
よ
り
神
戸

大
学
に
勤
務
さ
れ
、
時
折
木
村
先
生
に

キ
ャ
ン
パ
ス
で
お
会
い
す
る
。
研
究
生
期

間
は
一
年
間
な
の
で
、
あ
と
半
年
も
通

学
す
れ
ば
、
晴
れ
て
、
ゆ
と
り
あ
る
時
間

を
過
ご
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
の
学
習
は
続
行
。

肝
心
の
古
文
書
を
学
ぶ
動
機
？
そ
れ
は

ま
た
、別
の
機
会
に
で
も
。 

 

    丹
波
古
文
書
倶
楽
部
の
歩
み(

２) 

前
代
表 

川
口
利
和
様 

初
年
度(

２
０
１
１)

は
古
文
書
倶
楽

部
参
加
の
契
機
等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
結

果
は
１
．
古
文
書
に
興
味
を
持
っ
た
理

由
？ 

①
江
戸
時
代
の
古
文
書
が
読
め

た
ら
楽
し
い
か
ら
・
２
３
人(

４
３
％) 

②
住
居
地
域
の(

昔
か
ら
続
い
て
い
る)

出
来
事
を
理
解
し
た
い
か
ら
・
１
８
人(

３
４
％) 

③
歴
史
が
好
き
だ
か
ら
・
１

１
人(

２
１
％)

で
し
た
が
、
そ
の
他
の
理

由
と
し
て
は
・
古
い
観
光
地
を
楽
し
み

た
い
、
・
ボ
ケ
防
止
、
・
地
域
活
性
化
の

ツ
ー
ル
、
で
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
２
．
自
由
意
見
で
は
①
全
く

の
素
人
で
す
、
②
努
力
が
必
要
と
実
感

し
ま
し
た
、
③
先
輩
が
古
文
書
解
読
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
姿
を
拝
見
し
、
少

し
学
習
し
よ
う
と
思
い
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
厳
し
い
学
習
に
な
り
そ

う
で
す
、
④
丹
波
地
域
の
一
時
代
前
の

様
子
な
ど
知
識
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
ら
と
高
齢(

８
６)

で
す
が
自
分
な
り

の
ペ
ー
ス
で
参
加
し
た
い
、
な
ど
で
す
。 

主
な
参
加
契
機
を
ま
と
め
る
と
、
強
引

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
歴
史
を
踏
ま
え

た
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め
の

手
段
」
と
考
え
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

ま
た
、
多
く
の
方
が
、
発
足
当
初
か
ら

古
文
書
く
ず
し
字
が
読
め
る
か
ら
参
加

で
は
な
く
、
読
め
な
い
か
ら
読
め
る
よ

う
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。 

２
０
１
２
年
度
は
前
年
度
会
費
が
低

廉
す
ぎ
る
と
の
反
省
の
下
、
会
費
３
０

０
０
円
・
年
か
ら
５
０
０
０
円
・
年
に

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
で
は
な
い
と
思

う
の
で
す
が
、
会
員
数
が
４
１
名
と
前

年
度
よ
り
８
名
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
会
員
へ
の
連
絡
、
住
民
へ
の
広
報
、

同
種
他
団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
等
の
手
段
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
導
入
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
会
員
が
ど
の
程
度

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
不
明
で
し
た
が
、
い

ず
れ
は
使
用
で
き
る
会
員
が
多
く
な
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
込
み
で
の
出

発
で
す
。
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

発
信
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
是

非
定
期
的
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
あ
り
ま
す
。 

事
業
は
①
例
月
講
座(

現
行
と
同
様

に
、
原
則
毎
月
第
２
土
曜
日
、
10:

00
～

２
時
間
、
年
１
２
回
、
会
場
は
主
に
柏

原
住
民
セ
ン
タ
ー)

、
②
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク(

１
０
月
・
講
師
：
棚
原
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
推
進
委
員
会(

春
日
町)

役
員)

、

③
忘
年
会(

１
２
月)

、
④
総
会(

３
月)

で

、
先
ず
は
年
間
活
動
の
安
定
し
た
開
催

に
向
け
た
運
営
で
あ
り
ま
し
た
。 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
内
容
は
棚
原

公
民
館
で
の
棚
原
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

推
進
委
員
会
の
活
動
状
況
、
同
公
民
館

保
存
古
文
書
の
解
説
・
鑑
賞
、
棚
原
天

満
宮
の
縁
起
等
解
説
・
現
地
視
察
で
し

た
。 

棚
原
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
推
進
員
会
役

員
の
方
々
に
は
公
民
館
玄
関
で
の
行
事

看
板
設
置
、
会
場
設
営
、
会
場
・
駐
車

場
・
現
地
視
察
な
ど
の
お
手
伝
い
要
員

手
配
等
、
心
温
ま
る
お
世
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
委
員
会
会
員
間
の
意
思

疎
通
の
充
実
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
対
応
例
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

※
掲
載
写
真
は
で
き
る
限
り
個
人
が
特

定
で
き
な
い
よ
う
に
の
思
い
で
選
定
し

ま
し
た
が
、
掲
載
の
写
真
と
な
り
ま
し

た
。
寛
大
な
る
心
で
ご
容
赦
願
い
ま
す
。 

 

★
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
場
面 

(

２
０
１
２
/
１
０) 

 

  

特

別

寄

稿

(

読

売

り)
 


